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昨
年
（
二
〇
二
二
年
）
は
孔
子
の
没
年
と
さ
れ
る
前
四
七
九
年
の
ち
ょ
う
ど

二
千
五
百
年
後
に
あ
た
る
。
本
学
会
理
事
会
で
は
年
次
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

こ
れ
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
当
年
に
な
っ
て
か

ら
そ
の
企
画
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
孔
子
そ
の
人
の
歴
史
的

実
像
に
つ
い
て
は
新
出
の
出
土
資
料
を
使
っ
た
り
し
て
国
内
外
で
多
様
な
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
し
か
る
べ
き
他
の
学

会
・
研
究
会
の
場
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
、
本
学
会
は
広
く
儒
教
全
体
の
さ

ま
ざ
ま
な
点
に
関
心
を
持
つ
会
員
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
孔

子
が
現
在
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
演
じ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
切
り
口
か
ら
「
儒

教
の
い
ま
」
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
誌
彙
報
欄
に
あ
る
よ
う
に
大
会
は
五
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
、
そ
の
締
め

く
く
り
と
し
て
午
後
の
二
時
間
半
を
使
っ
て
標
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
お
こ

な
っ
た
。
依
頼
時
に
三
人
の
提
題
者
に
は
い
ず
れ
も
す
で
に
発
表
し
て
い
る
著

書
・
論
文
に
も
と
づ
く
話
を
お
願
い
し
た
の
で
、
今
回
は
あ
ら
た
め
て
書
き
下

ろ
し
原
稿
を
執
筆
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
せ
ず
、
私
（
小
島
毅
）
が
当
日
配
布

さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
を
ま
と
め
た
う
え
で
私
見
を
付
加
す
る
報
告
記
と
し
た
。
い

ち
お
う
三
人
に
閲
読
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
表
現
上
の
文
責
は
小
島
に
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
私
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
提
題
者
三
人
に
続
け
て
話

し
て
も
ら
っ
た
あ
と
で
参
加
者
か
ら
の
質
問
用
紙
を
回
収
し
、
小
島
が
コ
メ
ン

ト
し
た
あ
と
そ
れ
ら
を
紹
介
し
て
提
題
者
に
答
え
て
も
ら
い
な
が
ら
提
題
者
ど

う
し
の
意
見
交
換
も
行
う
と
い
う
か
た
ち
で
進
行
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
般

に
共
通
す
る
こ
と
な
が
ら
、
予
定
し
た
時
間
内
に
議
論
を
尽
く
す
に
は
足
り
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
と
っ
た
問
題
を
持
ち
帰
っ
て
も

ら
え
た
と
思
う
。

　

最
初
の
報
告
者
、
井
ノ
口
哲
也
氏
は
経
学
・
後
漢
思
想
が
ご
専
門
で
、
著
書

に
『
入
門
中
国
思
想
史
』（
勁
草
書
房
、 

二
〇
一
二
年
）
、『
後
漢
経
学
研
究
序
説
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授
と
し

て
教
員
養
成
課
程
の
社
会
科
教
室
哲
学
・
倫
理
学
分
野
に
属
し
て
お
ら
れ
、
近

著
『
道
徳
教
育
と
中
国
思
想
』
（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
の
な
か
で
高
等

学
校
の
公
民
科
の
「
倫
理
」
教
科
書
に
お
け
る
中
国
思
想
の
記
述
に
つ
い
て
比

較
検
討
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
内
容
を
も
と
に
「
高
校
「
倫
理
」
教
科
書
の

な
か
の
孔
子
」
と
題
し
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

報
告
で
は
ま
ず
自
己
紹
介
的
に
大
学
で
の
教
育
業
務
と
し
て
学
習
指
導
要
領

シンポジウム「いま儒教について語ること―孔子没後二千五百周年を記念して―」報告記
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や
教
科
書
の
分
析
を
お
こ
な
っ
て
授
業
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
、
中
国
思
想
が

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
に
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
高
校
「
倫
理
」
の
教
科
書
か
ら
七
種
を
選
ん
で
、

孔
子
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
が
比
較
さ
れ
た
。
そ
の
七
種
と

は
次
の
と
お
り
。

　

① 

東
京
書
籍
『
倫
理
』 

　

② 

実
教
出
版
『
高
校
倫
理 

新
訂
版
』 

　

③ 

清
水
書
院
『
高
等
学
校 
現
代
倫
理 

新
訂
版
』 

　

④ 

清
水
書
院
『
高
等
学
校 
新
倫
理 

新
訂
版
』 

　

⑤ 

山
川
出
版
社
『
改
訂
版 

現
代
の
倫
理
』 

　

⑥ 

数
研
出
版
『
改
訂
版 

倫
理
』 

　

⑦ 

第
一
学
習
社
『
高
等
学
校 

改
訂
版 
倫
理
』
（
な
お
、
こ
の
当
該
箇
所
は

小
島
が
執
筆
し
て
い
る
。
）

　

井
ノ
口
氏
は
以
上
七
種
か
ら
窺
え
る
特
徴
と
し
て
二
点
を
指
摘
す
る
。
一
つ

は
、
三
種
の
中
で
宗
教
的
要
素
を
含
む
儒
教
の
捉
え
方
を
示
し
、
「
祭
祀
儀
礼

を
重
ん
じ
」
と
か
「
儒
と
呼
ば
れ
る
巫
祝
層
に
連
な
る
」
と
い
っ
た
表
現
が
見

え
る
こ
と
。 

二
つ
め
は
、
孔
子
が
神
秘
的
な
も
の
や
死
に
つ
い
て
重
視
せ
ず
、

む
し
ろ
現
実
社
会
で
の
人
間
の
あ
り
方
に
関
心
が
向
い
て
い
た
、
と
す
る
論
調

で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
教
的
要
素
に
言
及
す
る
教
科
書
も
含
め
て
共
通
で
あ
る
。

井
ノ
口
氏
は
「
儒
」
の
意
味
に
関
連
す
る
と
し
て
死
に
対
す
る
孔
子
の
姿
勢
を

検
討
す
る
。

　

「
儒
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
ま
ず
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
白
河
次

郎
の
論
文
「
儒
、
儒
教
及
儒
学(

上)

」
（
『
東
亜
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
、

一
九
一
二
年
）
を
紹
介
し
、
そ
こ
で
は
「
儒
」
が
他
学
派
か
ら
の
呼
称
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
井
ノ
口
氏
は
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
は
自
分
た

ち
が
「
儒
」
で
あ
る
自
覚
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
批
判
す
る
。 

他
に
日
本
の
学
界

で
も
有
名
な
胡
適
「
説
儒
」
（
一
九
三
四
年
）
、
馮
友
蘭
「
原
儒
墨
」
（
一
九
三
五

年
）
に
言
及
し
た
の
ち
、
白
川
静
の
所
説
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。

　

白
川 

『
新
訂 

字
統
』
（
二
〇
〇
四
年
）
は
「
儒
」
字
の
説
明
と
し
て
「
声

符
は
需
。
需
は
下
級
の
巫
祝
が
雨
乞
い
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
儒
は
そ
の
階

層
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
儒
と
い
う
。
（
…
）
孔
子
は
そ
の
よ
う

な
巫
祝
の
伝
統
の
な
か
か
ら
、
普
遍
的
な
人
間
の
道
を
求
め
た
。
巫
祝
は
神
明

の
道
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
高
い
司
祭
階
級
か
ら
は
、
極
め
て
思
弁
的

な
荘
子
学
派
が
出
た
」 

と
す
る
。
白
川
説
（
主
に
『
孔
子
伝
』
中
央
公
論
社
、

一
九
七
二
年
の
そ
れ
）
は
木
村
英
一
訳
・
注
『
論
語
』
（
講
談
社
、
一
九
七
五

年
）
、
加
地
伸
行
の
一
連
の
論
著
や
、
陳
舜
臣
『
儒
教
三
千
年
』
（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
二
年
）
に
影
響
を
与
え
た
と
、
井
ノ
口
氏
は
指
摘
す
る
。

　

以
下
、
白
川
説
に
対
す
る
解
説
へ
と
移
り
、
巫
祝
の
子
で
あ
る
孔
子
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
巫
祝
の
生
業
と
し
て
の
葬
送
か
ら
死
の
直
後
に
拠
る
べ
き
礼
と
し
て

の
葬
送
儀
礼
へ
の
昇
華
を
果
た
し
得
た
。
す
な
わ
ち
巫
祝
の
世
界
の
伝
統
的
な

実
修
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
礼
と
い
う
仕
様
に
編
成
し
直
し
て
実
践
に
移
し
て

い
っ
た
の
が
、
孔
子
で
あ
り
、
自
ら
の
祖
先
（
鬼
）
を
祀
る
こ
と
を
大
切
に
せ

よ
と
い
う
教
え
を
説
い
た
の
だ
と
す
る
。 

　

井
ノ
口
氏
は
続
け
て
加
地
伸
行
氏
の
所
説
を
紹
介
す
る
。
そ
の
『
論
語
』
現

代
語
訳
（
講
談
社
学
術
文
庫
。
増
補
版
は
二
〇
〇
九
年
）
や
『
孔
子

―
時
を

越
え
て
新
し
く
』(

も
と
は
集
英
社
。
井
ノ
口
氏
は
二
〇
一
六
年
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
版
『
孔
子
』
に
よ
る
）
は
白
川
説
を
継
承
し
て
い
る
。
象
徴
的
な
例
が

先
進
篇
の
「
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
」
の
解
釈
で
あ
り
、
高

校
教
科
書
で
は
孔
子
が
あ
え
て
死
の
問
題
を
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
例
証
と
し

て
引
か
れ
て
い
た
。
加
地
氏
に
よ
れ
ば
、
孔
子
の
こ
の
発
言
は
そ
の
直
前
の

日本儒教学会報 七
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「
未
だ
人
に
事
う
る
こ
と
能
わ
ず
、
焉
ん
ぞ
能
く
鬼
に
事
え
ん
」
と
関
連
づ
け
て

読
む
べ
き
で
、
孔
子
は
在
世
の
親
に
対
し
て
十
分
に
つ
か
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
親
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
親
の
霊
魂
に

つ
か
え
た
り
死
の
問
題
を
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
り
、
孔
子
は
霊
魂
や
死
に
つ
い
て
強
烈
な
関
心
を
有
し
て
い
た
。

　

井
ノ
口
氏
は
白
川
・
加
地
両
氏
の
説
に
賛
同
し
、
巫
祝
の
子
孔
子
に
と
っ
て
、

鬼
神
に
つ
か
え
る
こ
と
は
礼
に
基
づ
く
孝
の
実
践
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
言

う
。
そ
し
て
こ
う
結
論
す
る
。
高
校
「
倫
理
」
教
科
書
の
孔
子
に
関
す
る
記
述

で
引
用
し
た
各
教
科
書
の
論
調
は
、
孔
子
が
神
秘
的
な
も
の
や
死
に
つ
い
て
重

視
せ
ず
、
む
し
ろ
現
実
社
会
で
の
人
間
の
あ
り
方
に
関
心
が
向
い
て
い
た
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
む
し
ろ
逆
に
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
孔
子
は
神
秘

的
な
も
の
や
死
に
つ
い
て
大
い
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
孔
子
の
死
生
観
に
関

す
る
高
校
「
倫
理
」
教
科
書
の
論
調
は
間
違
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
。

　

井
ノ
口
氏
の
現
行
教
科
書
の
記
述
に
対
す
る
分
析
と
批
評
は
、
私
も
お
お
む

ね
賛
同
す
る
。
手
前
味
噌
で
恐
縮
な
が
ら
、
上
記
⑦
を
執
筆
す
る
際
に
も
こ
の

点
は
お
お
い
に
悩
ん
だ
箇
所
だ
っ
た
。
結
局
は
「
倫
理
」
と
い
う
科
目
の
性
質

上
、
孔
子
の
死
生
観
に
つ
い
て
他
社
版
と
大
差
の
な
い
記
述
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
点
は
ブ
ッ
ダ
（
ゴ
ー
タ
マ
）
や
イ
エ
ス
の
よ
う
な
明
確
な
宗
教
者
に

つ
い
て
の
「
倫
理
」
教
科
書
の
記
述
に
お
い
て
、
よ
り
大
き
な
問
題
と
な
る
。

藤
原
聖
子
氏
は
『
教
科
書
の
中
の
宗
教

―
こ
の
奇
妙
な
実
態
』
（
岩
波
新
書
、

二
〇
一
一
年
）
で
公
民
科
倫
理
に
お
け
る
こ
う
し
た
教
科
書
記
述
を
問
題
視
し

て
い
る
。
お
お
い
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
科
目
名
が
「
宗
教
」
や
「
思

想
」
で
は
な
く
「
倫
理
」
で
あ
る
こ
と
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
公

教
育
が
思
想
文
化
を
扱
う
態
度
に
そ
も
そ
も
の
問
題
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
井

ノ
口
報
告
を
聴
い
て
、
孔
子
の
思
想
に
お
け
る
宗
教
性
を
重
視
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
学
術
研
究
的
な
視
点
と
は
別
に
、
学
校
教
育
に
お
け
る
宗
教
の
取
り

上
げ
方
に
つ
い
て
学
術
面
か
ら
問
題
提
起
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。

　

な
お
参
加
者
か
ら
、
他
の
科
目
（
世
界
史
や
漢
文
）
で
の
孔
子
の
記
述
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
倫
理
教
科
書
で
こ
う
い
う
記
述
に
な
っ
た
経
緯
は
ど
う

な
の
か
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
報
告
者
、
水
口
拓
寿
氏
は
武
蔵
大
学
人
文
学
部
の
教
授
。
学
部
学
生
の

時
に
文
化
人
類
学
、
大
学
院
で
は
中
国
思
想
を
専
攻
し
、
風
水
の
思
想
史
を
研

究
す
る
か
た
わ
ら
台
湾
研
究
で
も
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
著
書
に
『
儒
学
か
ら

見
た
風
水

―
宋
か
ら
清
に
至
る
言
説
史
』
（
風
響
社
、
二
〇
一
六
年
）
、
『
中

国
倫
理
思
想
の
考
え
方
』
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）
、
編
著
と
し
て
『
術

数
学
研
究
の
課
題
と
方
法
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
今

回
は
「
孔
子
廟
か
ら
見
え
る
儒
教
」
と
題
し
て
台
湾
の
孔
子
廟
祭
祀
に
つ
い
て

の
歴
史
と
現
状
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
も
と
に
な
っ
た
論
文
と
し
て
は
以
下

の
も
の
が
あ
る
。

・
「
孔
子
廟
の
礼
楽
に
投
影
さ
れ
る
「
中
華
」
と
「
本
土
」

―
台
北
市
孔
廟

の
弘
道
祠
入
祀
典
礼
と
春
季
祭
孔
を
め
ぐ
っ
て
」
（
鈴
木
正
崇
編
『
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
宗
教
文
化
の
再
構
築
』
、
風
響
社
、
二
〇
一
〇
年
） 

・
「
孔
子
の
祭
り
に
牛
・
山
羊
・
豚
は
不
要
か
？ 

―
中
華
文
化
復
興
運
動
期

の
台
湾
に
お
け
る
「
礼
楽
改
革
」
の
一
斑
」 

（
伊
東
貴
之
編
『
「
心
身
／
身
心
」

と
環
境
の
哲
学

―
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
思
想
を
媒
介
に
考
え
る
』
、
汲
古
書
院
、

二
〇
一
六
年
）

・
「
台
湾
に
お
け
る
「
孔
子
廟
と
日
本
」
の
百
二
十
年

―
統
治
者
た
ち
の

視
線
を
た
ど
っ
て
」
（
『
宗
教
学
論
集
』
三
十
七
輯
、 

駒
沢
宗
教
学
研
究
会
、

シンポジウム「いま儒教について語ること―孔子没後二千五百周年を記念して―」報告記
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二
〇
一
八
年
）

　

報
告
で
は
は
じ
め
に
孔
子
廟
の
沿
革
を
概
観
し
、
孔
子
は
儒
教
の
最
高
神
で

は
な
く
、
そ
の
祭
祀
（
釈
奠
）
は
唐
以
来
、
王
朝
の
吉
礼
（
祭
礼
）
と
し
て
中

祀
ラ
ン
ク
が
基
本
で
、
大
枠
は
咸
豊
七
年
（
一
八
五
七
年
）
か
ら
変
わ
ら
ず
、

従
祀
さ
れ
る
先
賢
・
先
儒
の
最
後
の
追
加
は
民
国
八
年
（
一
九
一
九
年
）
で
あ

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
台
湾
中
央
研
究
院
の
黄
進
興
氏
に
よ
る
孔
子

廟
研
究
が
紹
介
さ
れ
た
。
黄
氏
の
関
係
諸
論
文
は
『
孔
子
廟
と
儒
教

―
学
術

と
信
仰
』
（
中
純
夫
訳
）
と
『
孔
子
廟
と
帝
国

―
国
家
権
力
と
宗
教
』
（
工
藤

卓
司
訳
）
の
二
冊
が
セ
ッ
ト
と
し
て
東
方
書
店
か
ら
の
日
本
語
訳
が
二
〇
二
〇

年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
点
と
し
て
、
⑴
伝
統
社
会
に
お
け
る
道
統
と

治
統
の
葛
藤
、
⑵
近
代
以
後
に
お
け
る
儒
教
と
孔
子
廟
の
「
文
化
的
遊
魂
」
化
、

⑶
歴
史
を
一
貫
し
た
一
般
民
衆
の
疎
外
、
が
あ
り
、
新
儒
家
が
思
弁
哲
学
・
精

神
面
（
仁
）
を
偏
重
し
て
宗
教
性
・ 

実
践
面
（
礼
）
を
閑
却
し
た
た
め
仁
と

礼
の
相
互
補
完
関
係
が
崩
壊
し
、
宗
教
的
意
義
が
軽
視
さ
れ
た
孔
子
廟
が
「
文

化
的
遊
魂
」
に
な
っ
て
い
る
と
黄
氏
が
論
じ
て
い
る
旨
、
水
口
氏
は
紹
介
す
る
。

　

そ
し
て
水
口
氏
自
身
の
研
究
と
し
て
戦
後
台
湾
に
お
け
る
中
華
文
化
復
興
運

動
と
孔
子
廟
改
革
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
た
。
鄭
氏
政
権
が
台
南
に
孔
子
廟
を
設

置
し
た
の
は
彼
ら
（
南
明
政
権
）
の
年
号
で
永
暦
十
九
年
（
一
六
六
五
年
）
、

そ
の
後
は
清
の
統
治
下
で
各
地
の
府
県
に
設
置
さ
れ
、
日
本
の
統
治
下
で
も
存

続
し
て
い
た
。
大
陸
（
中
華
人
民
共
和
国
）
で
の
文
化
大
革
命
に
対
抗
し
て
、

「
中
華
民
国
」
政
府
は
中
華
文
化
復
興
運
動
を
開
始
、
孔
子
が
集
大
成
し
た
「
中

華
文
化
」
を
保
存
・
擁
護
す
る
自
分
た
ち
こ
そ
正
統
な
中
国
政
府
で
あ
る
と
ア

ピ
ー
ル
す
べ
く
、
一
九
六
八
年
に
は
孔
子
廟
所
在
地
の
首
長
が
釈
奠
を
挙
行
す

る
こ
と
を
法
制
化
し
て
、
政
府
に
よ
る
孔
子
廟
の
官
有
化
や
新
造
が
進
ん
だ
。

し
か
し
銭
穆
ら
台
湾
在
住
の
「
儒
生
」
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
て
い
な
い
。
こ
の

点
、
黄
氏
の
前
述
の
指
摘
ど
お
り
の
「
相
互
補
完
関
係
の
崩
壊
」
と
言
え
よ
う
。

黄
氏
は
孔
子
廟
の
従
祀
制
度
を
再
び
活
性
化
し
て
時
代
的
意
義
を
回
復
す
る
こ

と
、
そ
の
際
に
孔
子
廟
を
「
治
統
」
か
ら
分
離
し
て
脱
政
治
化
す
る
こ
と
を
建

議
し
て
い
る
。
水
口
氏
の
見
解
は
、
本
土
化
は
「
一
元
的
な
中
華
」
の
追
求
を

放
棄
す
る
こ
と
で
あ
り
、
脱
中
国
化
と
は
イ
コ
ー
ル
で
な
い
と
す
る
も
の
で
、

⑴
台
湾
の
文
化
を
多
元
的
に
捉
え
て
そ
の
構
成
要
素
を
中
国
由
来
の
も
の
を
含

め
て
対
等
に
尊
重
し
、
⑵
外
来
の
文
化
要
素
に
つ
い
て
は
台
湾
現
地
で
な
さ
れ

た
展
開
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
い
う
二
点
が
必
要
で
あ
り
、
官
有
施
設
で
あ

る
孔
子
廟
に
「
台
湾
儒
学
」
の
先
人
を
従
祀
し
よ
う
と
い
う
声
が
、
道
統
・
治

統
い
ず
れ
か
の
側
か
ら
将
来
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。

　

水
口
氏
は
、
孔
子
廟
が
す
で
に
一
般
民
衆
の
間
で
一
定
程
度
の
私
人
宗
教
化

（
民
間
信
仰
化
）
を
遂
げ
た
と
評
価
し
、
孔
子
と
孔
子
廟
の
私
人
宗
教
化
は
本

土
化
を
促
し
う
る
と
見
る
。 

孔
子
廟
で
は
「
祈
願
卡カ

ー
ド」

が
販
売
さ
れ
て
お
り
、

参
拝
者
た
ち
か
ら
は
「
こ
の
場
に
鎮
座
し
て
自
分
た
ち
を
護
っ
て
く
れ
る
神
」

と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
草
の
根
か
ら
の
感
化
が
孔
子
廟
や
し
か
る
べ
き
力
を
持

つ
人
物
に
及
ぶ
な
ら
ば
、
「
儒
教
の
中
の
孔
子
廟
」
も
何
ら
か
の
本
質
的
な
部

分
で
本
土
化
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
と
指
摘
し
て
報
告
を
結
ん
だ
。

　

黄
進
興
氏
の
「
現
代
新
儒
家
が
宗
教
性
と
実
践
面
を
閑
却
し
た
」
と
の
指
摘

は
、
井
ノ
口
氏
が
白
川
静
・
加
地
伸
行
両
氏
の
説
に
も
と
づ
い
て
主
張
し
た
こ

と
と
も
相
通
ず
る
だ
ろ
う
。
近
代
社
会
に
お
い
て
孔
子
の
思
想
を
活
か
す
方
途

と
し
て
採
ら
れ
た
一
つ
の
手
段
が
、
儒
教
の
「
礼
」
の
側
面
を
切
り
捨
て
て
、

そ
の
教
説
内
容
を
「
仁
」
と
い
う
道
徳
性
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
は
儒
教
本
来
の
姿
か
ら
ず
れ
て
い
る
わ
け
で
、
孔
子
廟
祭
祀
と
い
う
儀

礼
実
践
の
場
面
に
お
い
て
そ
の
意
義
を
ど
う
示
す
の
か
が
、
問
題
と
し
て
意
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
旧
時
代
の
負
の
遺
産
と
し
て
斥
け
る
の
か
、
そ
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が
あ
り
、
雑
誌
連
載
を
ま
と
め
た
『
ハ
ロ
ー
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

― 

21
世
紀
「
中
華
」

圏
の
政
治
思
想
』
（
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）
で
香
港
問
題
な
ど
を
分
析
し
て

い
る
。
今
回
は
こ
の
本
の
内
容
を
も
と
に
「
春
秋
学
の
視
点
と
「
中
華
」 

」
と

題
し
て
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

報
告
で
は
ま
ず
二
十
一
世
紀
中
華
圏
の
政
治
学
的
な
転
回
（
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・

タ
ー
ン
）
と
し
て
、
超
国
家
的
な
世
界
像
で
あ
る
「
天
下
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
た
る
趙
汀
陽
氏
の
『
天
下
体
系

―

世
界
制
度
哲
学
導
論
』
（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
は
、
個
体

か
ら
出
発
す
る
西
洋
の
リ
ベ
ラ
ル
思
想
は
世
界
の
分
断
を
止
め
ら
れ
ず
、
関
係

か
ら
出
発
す
る
天
下
主
義
こ
そ
が
真
に
平
和
的
・
互
恵
的
な
世
界
を
構
築
で
き

る
と
す
る
。
福
嶋
氏
は
こ
れ
が
三
木
清
の
協
同
主
義
に
似
て
い
る
と
し
、
「
近

代
の
超
克
」
の
再
来
か
と
評
す
る
。
中
国
に
お
い
て
共
産
革
命
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

の
夢
は
破
れ
た
け
れ
ど
も
、
さ
り
と
て
一
般
的
な
国
民
国
家
に
戻
る
つ
も
り
は

な
い
た
め
に
協
同
主
義
的
な
モ
デ
ル
が
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
一
帯
一
路
構
想

も
こ
の
こ
と
と
呼
応
す
る
。

　

他
方
、
香
港
や
台
湾
で
は
中
国
化
の
圧
力
に
抗
す
る
形
で
「
本
土
主
義
」
が

進
行
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
雑
種
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
香
港
に
は
「
中
華
」
文
明
の
保
持
者
と
い
う
自
己
認
識
が
生
じ
、
共
産

党
を
夷
狄
と
み
な
す
発
想
が
窺
え
る
。

　

大
陸
に
お
け
る
ポ
ス
ト
共
産
主
義
の
思
想
と
し
て
か
つ
て
は
李
沢
厚
が
カ
ン

ト
の
批
判
哲
学
を
中
国
美
学
の
な
か
で
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
的

な
主
体
像
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
二
十
一
世
紀

に
入
っ
て
新
保
守
主
義
的
な
「
思
想
の
中
国
化
」
や
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
回
帰
」
が

見
ら
れ
る
。
趙
氏
の
「
天
下
体
系
」
の
他
に
、
甘
陽
氏
の
『
通
三
統
』
（
生
活
・

読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
の
孔
子
・
毛
沢
東
・
鄧
小
平
三
者
を

れ
と
も
民
族
文
化
の
象
徴
と
し
て
保
護
す
る
の
か
は
、
そ
の
時
点
で
歴
史
の
何

を
（
批
判
対
象
・
打
倒
対
象
も
含
め
て
）
利
用
し
よ
う
と
す
る
か
に
関
わ
っ
て

こ
よ
う
。
台
湾
で
の
孔
子
廟
の
「
本
土
化
」
が
、
他
の
祠
廟
と
同
類
の
民
間
信

仰
化
に
よ
っ
て
進
行
し
て
い
る
と
い
う
水
口
氏
の
現
状
分
析
は
、
こ
う
し
て
み

る
と
興
味
深
い
。

　

大
陸
で
は
文
化
大
革
命
・
批
林
批
孔
運
動
で
徹
底
的
な
破
壊
（
場
所
に
よ
っ

て
は
儀
礼
廃
止
に
と
ど
ま
り
、
建
物
自
体
は
他
の
使
途
に
転
用
さ
れ
た
）
が
行

わ
れ
た
も
の
の
、
近
年
は
伝
統
文
化
尊
重
政
策
に
と
も
な
っ
て
復
興
を
遂
げ
て

い
る
。
か
つ
て
共
産
党
自
ら
が
放
擲
し
た
「
道
統
」
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
、

習
近
平
政
権
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」
に
資
す
る
意
味
を

持
つ
。

　

省
み
る
と
、
日
本
で
は
孔
子
廟
祭
祀
が
「
治
統
」
の
正
統
化
に
利
用
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
日
本
が
政
治
的
に
は
自
ら
を
中
華
と
は
自
認
し
て
こ
な

か
っ
た
ゆ
え
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
儒
教
と
い
う
外
来
の
思
想
文
化
の

象
徴
的
施
設
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
点
、
朝
鮮
王
朝
と
は
様
相
を
異
に
す

る
だ
ろ
う
。
水
口
報
告
を
聴
い
て
、
台
湾
で
の
孔
子
廟
祭
祀
が
今
後
ど
う
展
開

す
る
か
は
、
両
岸
の
政
治
的
関
係
の
あ
り
か
た
と
も
連
動
す
る
よ
う
に
思
っ
た
。

「
治
統
」
と
「
道
統
」
は
截
然
と
切
り
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

三
人
目
の
報
告
者
、
福
嶋
亮
大
氏
は
立
教
大
学
文
学
部
の
准
教
授
。
中
国
近

現
代
文
学
を
研
究
す
る
一
方
、
文
芸
批
評
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
著
書
に
『
神

話
が
考
え
る

―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
文
化
論
』
（
青
土
社
、
二
〇
一
〇
年
）
、

『
復
興
文
化
論

―
日
本
的
創
造
の
系
譜
』
（
青
土
社
、
二
〇
一
三
年
）
、
『
厄
介

な
遺
産

―
日
本
近
代
文
学
と
演
劇
的
想
像
力
』
（
青
土
社
、 

二
〇
一
六
年
）
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会
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
、
蒋
慶
氏
の
『
政
治
儒
学
』
（
生
活
・
読
書
・
新

知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
の
公
羊
学
復
興
の
提
唱
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
一

方
で
は
陳
平
原
氏
の
よ
う
に
儒
学
回
帰
を
警
戒
し
て
五
四
運
動
の
再
評
価
を
促

す
機
運
も
生
じ
て
い
る
。

　

福
嶋
氏
は
以
上
の
よ
う
に
近
況
を
概
括
し
た
の
ち
、
春
秋
学
に
お
け
る
公
羊

学
的
な
世
界
主
義
と
左
伝
学
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
攘
夷
）
と
の
二
項
対
立

図
式
を
提
起
す
る
。
蒋
慶
氏
が
公
羊
学
的
な
「
政
治
儒
学
」
の
立
場
に
よ
り
朱

子
学
か
ら
現
代
新
儒
家
（
牟
宗
三
・
唐
君
毅
）
に
い
た
る
「
心
性
儒
学
」
を
批

判
す
る
こ
と
と
、
香
港
で
本
土
主
義
を
掲
げ
て
そ
の
独
自
性
を
主
張
す
る
い
わ

ば
攘
夷
の
動
き
と
の
対
照
で
あ
る
。 

　

「
天
下
」
と
並
ん
で
政
治
学
の
古
層
に
あ
っ
た
「
革
命
」
と
い
う
概
念
に
も

改
鋳
が
施
さ
れ
、
趙
汀
陽
氏
に
よ
れ
ば
共
産
革
命
は
殷
周
革
命
・
秦
漢
革
命
と

同
質
で
横
並
び
の
で
き
ご
と
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
思
想
は
も
と
の
儒
教
で
は

な
い
け
れ
ど
も
そ
の
「
変
異
株
」
で
あ
り
、
中
国
古
来
の
政
治
概
念
を
巧
み
に

操
作
し
つ
つ
西
洋
と
は
異
な
る
「
普
世
価
値
」
を
掲
げ
て
い
る
、
と
福
嶋
氏
は

言
う
。 

　

思
想
界
で
の
こ
う
し
た
状
況
が
直
接
的
に
現
実
を
動
か
す
わ
け
で
は
な
い
も

の
の
、
帝
国
に
は
「
装
い
」
や
「
仮
象
」
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
要
で

あ
る
以
上
、
儒
教
は
西
洋
的
な
覇
道
に
対
す
る
東
洋
的
な
王
道
と
い
う
よ
う
に

変
異
し
た
形
態
で
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
生
命
力
を
保
つ
だ
ろ
う
と
分
析
さ
れ
、

「
思
想
に
は
い
わ
ば
ウ
イ
ル
ス
的
な
「
死
後
の
生
」
が
あ
る
。
一
度
死
ん
だ
よ

う
に
見
え
て
も
、
再
活
性
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
「
変
異
」
を
つ
か
む
の

が
思
想
史
の
役
割
で
は
な
い
か
」
と
福
嶋
氏
は
報
告
を
結
ん
だ
。 

　

私
が
福
嶋
氏
に
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
登
壇
を
依
頼
し
た
の
も
、
氏
の
状

況
整
理
に
お
お
い
に
感
心
し
た
か
ら
で
あ
る
。
人
民
共
和
国
内
に
お
け
る
天
下

主
義
言
説
の
興
隆
は
、
伝
統
文
化
復
興
と
い
う
次
元
を
超
え
て
現
代
政
治
学
の

新
説
と
い
う
趣
き
を
呈
し
て
い
る
。
福
嶋
氏
は
彼
ら
が
現
政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
だ
と
は
み
な
し
て
い
な
い
が
、
私
の
感
覚
で
は
、
い
に
し
え
の
公
羊
学
者
董

仲
舒
が
本
人
に
そ
の
つ
も
り
が
な
か
っ
た
に
せ
よ
武
帝
の
強
権
政
治
を
正
当
化

す
る
役
割
を
果
た
し
た
ご
と
く
、
習
近
平
政
権
の
意
図
を
支
え
る
効
果
を
具
え

て
い
る
と
受
け
取
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
香
港
の
動
向
を
「
攘
夷
」
と
す
る
分

析
も
斬
新
で
興
味
深
い
。
そ
れ
を
左
伝
的
と
し
て
公
羊
学
の
天
下
主
義
と
対
置

し
た
の
は
秀
逸
で
あ
る
。

　

左
伝
学
が
本
当
に
「
攘
夷
」
を
力
説
し
た
の
か
と
い
う
思
想
史
的
疑
念
は
さ

て
お
い
て
、
あ
え
て
そ
の
図
式
に
乗
る
な
ら
ば
、
左
伝
学
と
い
う
よ
り
は
『
春

秋
』
自
体
が
記
録
す
る
、
楚
の
よ
う
に
強
大
な
国
に
よ
る
弱
小
諸
国
併
合
の
歴

史
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
そ
の
動
向
を
批
判
し
て
小
国
の
独
立
を
守
ろ
う
と
す

る
立
場
は
、
天
下
主
義
＝
郡
県
制
に
対
す
る
封
建
制
の
主
張
で
あ
り
、
実
際
に

は
中
央
集
権
的
皇
帝
支
配
の
も
と
に
あ
っ
た
儒
学
者
た
ち
が
理
想
と
し
て
き
た

政
治
体
制
だ
っ
た
。
現
状
（
二
〇
二
二
年
末
）
で
は
香
港
は
す
っ
か
り
呑
み
込

ま
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
観
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
封
建
の
世
」
を
希
求
す
る
思

想
が
伏
流
し
つ
づ
け
る
な
ら
ば
、
や
が
て
い
つ
か
再
び
地
表
に
現
れ
て
「
大
一

統
」
の
理
念
と
対
決
す
る
こ
と
が
あ
る
や
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
、
提
題
者
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
教
育
現
場
、
台
湾
の
祭
祀
施
設
、

大
陸
の
思
想
状
況
と
い
う
質
的
に
異
な
っ
た
対
象
を
語
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ

に
通
底
す
る
の
は
儒
教
が
置
か
れ
た
現
状
と
、
そ
れ
が
近
未
来
に
ど
う
展
開
す

る
か
・
す
べ
き
か
の
展
望
で
あ
っ
た
。
多
忙
な
な
か
報
告
準
備
に
時
間
を
割
い

て
く
だ
さ
っ
た
お
三
方
に
、
そ
し
て
当
日
会
場
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
・
非
会
員
の
み
な
さ
ん
に
謝
意
を
表
し
て
、
こ
の
拙
い

報
告
記
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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